
  

エムティーアイ、山梨中央銀行と業務提携契約を締結 

～口座直結型 QRコード決済『&Pay』によって、地域経済活性化の実現へ～ 
 

株式会社エムティーアイ（東京都新宿区、代表取締役社長：前多 俊宏 以下、「当社」）は、株式会社山梨中央銀

行（山梨県甲府市、代表取締役：関 光良 以下、「山梨中央銀行」）とスマートフォンを活用したキャッシュレス決済に

よる地域活性化を目指し、業務提携契約を 10月 23日（水）に締結しました。 

当社の口座直結型 QR コード決済サービス『&Pay（アンドペイ）』を、API 連携により山梨中央銀行の口座と接続

し、地域に根付いたキャッシュレス決済を促進していきます。 

 

 

 

 

 
 

◆ついに山梨県でも『&Pay』が始動！山梨中央銀行と協働しキャッシュレスを推進 

今回の山梨中央銀行との提携では、地元企業のニーズに合った『&Pay』の導入を実現します。『&Pay』を介する決

済・送金によって、地域の生活者、事業者、金融機関などすべての人々をつなげることで、これまでにない新しい地域

コミュニケーションを創出し、決済データを用いた地域活性化を目指し、2020年 2月より商用化を予定しています。 
 

≪&Payの概要≫ 

金融機関の更新系 API※1との連携により、クレジットカード会社などの中間業者を介さずに銀行口座から直接決済が

できる QR コード決済サービスです。当サービスの決済データは、提携する金融機関や加盟店に提供することで、地

域内でそのデータを活用した新たなニーズの調査・分析やサービス開発などのマーケティング活動に役立てることが

可能となります。 
 

≪株式会社山梨中央銀行について≫ 

1941 年 12 月創立の、総預金残高 2 兆 9,940 億円を有し国内 92 店舗を展開する山梨県内唯一の地方銀行です。

（2019 年 3 月現在）「地域密着と健全経営」を経営理念とし、地域に根ざした地域社会の繁栄と経済発展に寄与する

ことを目指しています。山梨中央銀行の詳細は https://www.yamanashibank.co.jp/をご覧下さい。 
 

 

※1：金融機関の口座情報にアクセスする APIには、参照系 API と更新系 APIの 2種類が存在。参照系 API：金融機関の残高や入出

金履歴などを外部サービス内で閲覧できる API。更新系 API：外部サービス内から振込などの更新を可能とする API。 

（API：Application Programming Interface の略。複数のシステム間でデータをやりとりする際に必要な技術的仕組み。） 

※QR コードは、（株）デンソーウェーブの登録商標です。  

※Google Play、Androidは、Google Inc.の商標または登録商標です。 ※App Storeは、Apple Inc.のサービスマークです。    

※iOS は、米国およびその他の国における Cisco社の商標または登録商標です。 
 

サービス名 &Pay 

月額料金（税込） 無料 

アクセス方法 ・アプリ：App Store、Google Playで『&Pay』で検索 

（対応 OS： Android 5.0以上、iOS 10.0以上） 
※アプリのダウンロード・加盟店の申し込みはこちら：https://andpay.jp/ 

報道関係の方からのお問い合わせ先 

株式会社エムティーアイ 広報室 

TEL ：03-5333-6755   FAX： 03-3320-0189 

E-mail：mtipr@mti.co.jp  URL：http://www.mti.co.jp 

本サービスに関するお問い合わせ先 

株式会社エムティーアイ ソリューション事業部  

FinTechサービス部 

TEL：03-5333-6405  E-mail：fintech.info@mti.co.jp 

2019年 11月 7日 
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